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佐
竹
氏
は
、
後
三
年
合
戦
(
一
〇
八
三

-

一
〇
八
七
)
を

平
定
し
た
源
義
家
の
弟
、
義
光
を
始
祖
と
し
ま
す
。
義
光
の

孫
三
代
昌
義
は
常
陸
国(
現
茨
城
県)

佐
竹
郷
に
定
住
し
て
、

佐
竹
氏
と
名
の
る
よ
う
に
な
り
常
陸
国
の
北
部
奥
七
郡
を
治

め
て
い
ま
し
た
。

　

治
承
四
年
(
一
一
八
〇)

源
頼
朝
が
平
家
追
討
の
た
め
挙
兵

し
た
と
き
、
四
代
隆
義
と
五
代
秀
義
父
子

は
源
氏
一
門
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
家
に
従

い
、
頼
朝
軍
と
戦
っ
て
敗
れ
、
領
地
を
没

収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
平
家

が
滅
び
頼
朝
に
よ
る
武
家
政
治
が
固
ま
っ

て
い
く
中
で
、
秀
義
は
頼
朝
に
従
う
気
持

ち
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

文
治
五
年
(
一
一
八
九
)
頼
朝
が
奥
州

平
泉
の
藤
原
泰
衡
討
伐
に
出
陣
し
た
際
、

秀
義
は
参
軍
し
て
直
接
対
面
の
礼
を
と
り
忠
節
を
誓
い
ま
し

た
。こ
の
時
秀
義
が
持
っ
て
い
た
旗
は
紋
の
無
い
白
旗
で
あ
り
、

こ
れ
は
源
氏
の
棟
梁
で
あ
る
頼
朝
の
御
旗
と
同
じ
で
し
た
。
そ

れ
を
見
た
頼
朝
は
、
自
分
の
旗
と
同
じ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
、
月
を
描
け
る
五
本
骨
の
扇
を
差
し
出
し
、
旗
上
に
付
け
る

よ
う
秀
義
に
命
じ
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
佐
竹
氏
は
、「
五
本

骨
月
丸
の
扇
」
を
家
紋
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
藤
原
氏
討
伐
で
、
大
き
な
功
績
を
あ
げ
た
秀
義
は
、
元

の
領
地
を
回
復
し
、
以
後
、
佐
竹
氏
は
鎌
倉
幕
府
の
中
で
重
要

な
地
位
を
確
保
し
、
活
躍
し
て
い
き
ま
す
。

　

鎌
倉
幕
府
は
元
寇
を
境
に
衰
退
し
、
や
が
て
滅
亡
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
乱
世
の
中
で
佐
竹
氏
は
足
利
尊
氏

に
味
方
し
、
活
躍
し
て
い
き
ま
す
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
関

東
八
将
の
一
員
と
な
り
、
幕
府
か
ら
屋
形
号
と
朱
の
采
配
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
四
〇
〇
年
代
初
め
、
佐
竹
宗
家
の
跡
継
ぎ
を
め
ぐ
っ
て
、

一
族
で
あ
る
山
入
氏
と
の
対
立
が
あ
り
、
本
拠
の
太
田
城
を
追

わ
れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
永
正
元
年
(
一
五
〇

四)

、
一
七
代
義
舜
は
城
を
奪
い
返
し
、
約
百
年
続
い
た
反
乱

を
平
定
し
て
領
国
を
統
一
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
義
舜

は
佐
竹
氏
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
義
舜
の
三
男
義
里
が
、
後
に
湯
沢
の
殿
様
と
い
わ
れ
る
佐

竹
南
家
の
祖
に
な
り
ま
す
。

　

佐
竹
氏
が
最
も
活
躍
し
た
時
代
は
、
二
十
代
義
重
と
そ
の

子
二
十
一
代
義
宣
の
時
代
で
す
。
義
重
は
「
鬼
義
重
」
と
称

さ
れ
た
戦
国
武
将
で
、
多
賀
谷
、
岩
城
、
蘆
名
、
宇
都
宮
な

ど
の
周
辺
の
大
名
を
帰
属
さ
せ
、
常
陸
、
陸
奥
、
下
野
に
わ

た
る
一
大
領
国
を
形
成
し
、
戦
国
大
名
佐
竹
氏
を
確
立
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
義
重
も
天
正
十
四
年
(
一
五
八
六
)、
ま
だ
十

七
歳
の
義
宣
に
家
督
を
譲
っ
て
隠
居
し
ま
す
。

　

二
十
一
代
義
宣
は
、
父
の
代
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
石
田
三

成
や
上
杉
景
勝
と
の
関
係
を
さ
ら
に
強
め
、
豊
臣
秀
吉
に
も

近
づ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
天
正
十
八
年
(
一
五
九
〇
)

に
は
江
戸
氏
の
水
戸
城
を
攻
め
落
と
し
、
翌
年
本
拠
を
太
田

城
か
ら
水
戸
城
へ
移
し
ま
し
た
。
そ
し
て
文
禄
四
年
(
一
五

九
五
)
に
は
全
国
第
八
位
に
あ
た
る
五
十
四
万
石
の
領
地
を

保
証
す
る
朱
印
状
が
与
え
ら
れ
、
豊
臣
政
権
の
も
と
大
名
と

し
て
の
地
位
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
慶
長
三
年
(
一
五
九
八
)
に
豊
臣
秀
吉
が
亡
く
な

る
と
、徳
川
家
康
と
石
田
三
成
の
対
立
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

互
い
に
打
倒
計
画
が
進
め
ら
れ
、
慶
長
五
年
(
一
六
〇
〇)

九

月
十
五
日
、
関
个
原
の
戦
い
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で

勝
利
し
た
家
康
は
戦
後
処
理
と
し
て
、
自
分
に
味
方
し
た
者
へ

の
優
遇
と
石
田
方
へ
加
わ
っ
た
者
に
対
す
る
処
分
を
行
い
ま
し

た
。
義
宣
は
三
成
と
親
交
が
あ
り
、
ま
た
、
常
陸
国
は
江
戸
に

近
く
関
東
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
戦
い

か
ら
二
年
後
の
慶
長
七
年
(
一
六
〇
二
)、
秋
田
へ
の
国
替
え
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
替
え
の
際
に
石
高
は
示
さ
れ
ず
、

秋
田
二
十
万
石
と
正
式
に
決
定
し
た
の
は
、
国
替
え
か
ら
六
十

二
年
後
の
寛
文
四
年
(
一
六
六
四
)
の
こ
と
で
し
た
。

　

国
替
え
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
三
ヵ
月
程
た
っ
て
、
よ
う
や
く

「
出
羽
国
の
内
秋
田
、
仙
北
両
所
」
と
い
う
御
判
物
を
与
え
ら

れ
た
義
宣
は
、
滞
在
し
て
い
た
京
都
伏
見
を
出
発
し
、
九
月
十

七
日
に
秋
田
実
季
の
城
だ
っ
た
土
崎
(
現
秋
田
市
土
崎
地
区
)

の
湊
城
に
入
り
ま
し
た
。
義
宣
は
領
国
経
営
の
本
拠
地
と
し
て

久
保
田
城
(
現
秋
田
市
千
秋
公
園
近
辺
)
の
築
城
を
進
め
、
慶

長
九
年
(
一
六
〇
四)

湊
城
か
ら
久
保
田
城
に
移
り
ま
し
た
。

佐
竹
氏
の
生
い
た
ち

佐竹南家関係資料一式　五本骨扇紋蒔絵漆器
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飼
い
な
ら
し
た
鷹
を
放
っ
て
獲
物
を
捕
ら
え
さ
せ
る
狩
猟

技
法
の
こ
と
。

※

鷹
狩

御

日

記

抜

書

〔
　
　
〕
の
月
日
は
太
陽
暦

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

一
御
組
下
衆
何
も
御
礼
ニ
罷
出
申
候
御
帳
ニ
留
置
申
候

正
月
朔
日　

雪
ふ
る

現
存
す
る
「
佐
竹
南
家
日
記
」
最
初
の
記
録
で
す
。

　
　

一
月
一
日
〔
二
月
八
日
〕
雪
降
る　

　

御
組
下
の
み
な
さ
ま
が
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
に
参
上
し
た

の
で(

名
前
を)

帳
簿
に
書
き
留
め
た
。

正
月
十
三
日　

天
気
上

一
湯
沢
か
こ
ち
た
は
こ
七
十
五
斤
ノ
代
銀
七
十
四
匁
丹
野
金

　

兵
衛
ニ
相
渡
候
右
ハ
窪
田
御
台
所
よ
り
被
遣
候
銀
ニ
御
座

　

候
外
ニ
壱
匁
不
足
ニ
参
候
由
鮎
川
た
は
こ
七
十
五
斤
ノ
代

　

銀
七
十
五
匁
岡
見
助
兵
衛
ニ
渡

一
月
十
三
日
〔
二
月
二
十
日
〕
天
気
晴

不
足
し
て
い
た
。
ま
た
相
川
産
た
ば
こ
七
十
五
斤
相
当
の
代

金
と
し
て
銀
七
十
五
匁
（
約
六
万
二
千
五
百
円
）
を
岡
見
助

兵
衛
に
渡
し
た
。

　

湯
沢
産
の
た
ば
こ
七
十
五
斤
（
四
十
五
㎏
）
相
当
の
代
金

と
し
て
銀
七
十
四
匁
（
約
六
万
一
千
円
）
を
丹
野
金
兵
衛
に

渡
し
た
。
こ
れ
は
久
保
田
御
台
所
か
ら
の
代
金
だ
が
、
一
匁

三
月
晦
日

一
五
つ
時
分　

屋
形
様
御
立
被
遊
宮
田
渡
よ
り
深
堀
表
御
鷹

　

被
遊
候

三
月
三
十
日
〔
五
月
七
日
〕

　

午
前
八
時
頃
に
、
屋
形
様
（
三
代
藩
主
義
處
）
が
、
南
家

の
屋
敷
か
ら
お
発
ち
に
な
り
、
深
堀(

山
田
地
区)

方
面
で

御
鷹
狩
を
さ
れ
た
。

六
月
十
日

一
安
東
仁
兵
衛
内
館
新
道
御
普
請
相
極
り
今
日
窪
田
へ
罷
帰

　

候
由
田
町
よ
り
申
上
候

役
人
が
久
保
田
へ
帰
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　

六
月
十
日
〔
七
月
十
四
日
〕

　

内
館
か
ら
田
町
へ
抜
け
る
新
道
の
工
事
が
完
了
し
、
担
当

七
月
晦
日

一
不
思
儀
成
星
罷
出
候
但
い
ぬ
亥
ノ
方
ニ　
　

如
此
之
星
ニ

　

御
座
候

　
　

七
月
三
十
日
〔
九
月
一
日
〕　

　

不
思
議
な
星
が
現
れ
た
。
戌
亥
（
北
西
）
の
方
角
に
見
え　

　
　
　

こ
の
様
な
星
だ
っ
た

当
時
、
た
ば
こ
は
高
価
で
、
主
に
武
士
や
裕
福
な
人
々
が
楽
し
む

も
の
で
し
た
。
特
に
、
相
川(

須
川
地
区)

産
の
た
ば
こ
は
そ
の

品
質
が
高
く
評
価
さ
れ
、
藩
の
重
要
な
人
物
や
、
南
家
の
親
戚
へ

の
贈
答
品
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ハ
レ
ー
彗
星
(
七
十
六
年
周
期
で
地
球
に
接
近
す
る
短
周
期
彗
星
)

に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
述
で
す

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

三
月
廿
六
日　

天
気
上

一
二
月
廿
二
日
暮
五
つ
時
分
辰
み
ノ
方
よ
り
い
ぬ
亥
ノ
方
へ

　

飛
物
飛
京
大
坂
ニ
而
も
見
申
候
由
此
方
ニ
而
も
何
も
見
申

　

候
其
節
ひ
ゞ
き
御
座
候

二
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
記
述
に
は
な
く
、
ひ
と
月
以
上

た
っ
た
三
月
二
十
六
日
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
飛
脚

か
ら
の
伝
聞
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
「
飛
物
」

は
、
彗
星
と
は
別
の
天
文
現
象
の
よ
う
で
す
が
詳
細
は
不
明
で
す
。

　
　

三
月
二
十
六
日
〔
四
月
二
十
九
日
〕
天
気
晴　

　

二
月
二
十
二
日
の
午
後
八
時
頃
に
南
東
の
方
向
か
ら
北
西

の
方
向
へ
飛
ぶ
物
が
あ
り
、
京
や
大
坂
で
も
見
ら
れ
、
そ
の

際
大
き
な
音
が
響
い
た
と
の
こ
と
。

　
　

六
月
十
五
日
〔
七
月
十
六
日
〕
天
気
晴

　

午
前
零
時
頃
に
高
松
村
の
肝
煎
が
、
川
原
毛
硫
黄
山
の
火

事
を
知
ら
せ
に
来
た
。
村
の
者
五
十
人
や
百
人
で
は
消
火
で

き
ず
、
ま
た
硫
黄
の
風
が
少
し
当
た
る
だ
け
で
も
不
作
な
の

に
、
こ
の
よ
う
な
硫
黄
焼
の
煙
が
か
か
っ
て
は
、
高
松
村
は

も
ち
ろ
ん
周
辺
も
不
作
に
な
る
の
で
、
御
検
使
御
覧
の
う
え
、

火
消
し
人
夫
を
出
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
出
が
あ
っ
た
。

　
　

六
月
十
五
日　

天
気
上

一
夜
之
九
つ
過
ニ
高
松
村
肝
煎
清
右
衛
門
参
候
而
申
上
候
ハ

　

川
原
毛
ゆ
わ
ふ
山
へ
火
付
申
候
間
焼
申
候
け
し
申
度
と
存

　

候
而
一
郷
之
も
の
共
無
残
指
遣
け
さ
せ
申
候
へ
共
五
十
人

　

百
人
之
勢
ニ
て
中
々
け
し
申
儀
不
罷
成
候
湯
風
之
少
当
り

　

申
候
而
さ
へ
不
作
ニ
御
座
候
如
此
ゆ
わ
う
焼
申
候
け
む
り

　

か
ゝ
り
申
候
ハ
ヽ
高
松
村
ハ
不
及
申
ニ
煙
之
か
ゝ
り
申
通

　

ハ
不
作
青
躰
ニ
罷
成
可
申
候
御
検
使
成
共
被
遣
御
覧
被
成

　

置
候
而
加
勢
被
仰
付
候
而
被
下
度
由
申
事
ニ
御
座
候
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